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意見文課題に基づく文章表現スタイノレの日西対照研究

一日本の学生とスペインの学生の作文比較一

専 攻 教科・領域教育専攻

コース 言語系コース(国語)

氏 名 西僚結人

1 .研究の目的・背景

本研究の目的は、意見文課題における日本語

母語話者とスペイン語母語話者の文章表現スタ

イルを比較することにより、日本語とスペイン

語の文章表現スタイノレの糊教を明らカヰこするこ

とにある。

近年の国際社会においては、グローバル化が

進行し、多文化共生社会になりつつあるO その

社会構造の変化の中で、異なる言語文化的背景

を持つ人々による言語行動が要因となり、異文

化問摩擦、異文化問ミスコミュニケーションの

問題が生じることが予想される。社会を構成す

るひとりひとりが言語文化的な多様性を受け入

るための瑚平と、互いを尊重する姿勢が不可欠

である。これは言古しことばによる円?骨なコミュ

ニケーションの場合はもちろんのこと、文章に

よる意思伝達においても同様であり、相手がし1

かなるスタイノレを用いるのかを互いに理解する

ことは重要である。本研究は、日本語とスペイ

ン語の論酎髄を明らカヰこすることにつながり、

スペイン語を母語とする日本語学習者のための

日本語教育にも貢献しうると考えられる。

本研究における「文章表現スタイル」とは、

「内面にある思考や感情が知覚で受け取れるよ

うに文章として外に現れたもの」と定義した。

分析の観長として、「課題に対する書き手の意見」

と文章表現スタイルの形式的鞘教である「文章

構造」、内容的鞘敷である「説得のアピーノレ」を

指導教員小野由美子

設定した。

本訪問では、上述の3つの観点から、日本語

母語話者とスペイン語母語話者がそれぞれ母語

で書いた意見文の鞘教を究明した。

2 論文の構成

第1章研究の目的と方法

第2章先行研究の分析

第3章作苅周査の概要:データ収集と分析の

1判且み

第4章作文調査の結果

第5章本研究のまとめと今後の課題

3. 論文の概要

第1章では、研究の目的と方法を述べ文章

表現スタイルの日西対照研究にどのような可能

性があるかを検討し、本研究の位置づけを行っ

た。

第2章では、文章表現スタイルに関する研究

についてまとめ、本研究における課題を明らか

にした。

第3章では、データ収集とデータ分析の榊旦

みについて詳述した。作文調査は、インターネ

ット上のアンケートサイト SurveyMonkey

(htゆs://jp.surveymonkey.co凶)を用い、意見文課

題と回答者の性質などの項目から成る作荒田査

用紙を作成し、回答者のメールアドレス宛てに

送付したURLからアクセスしてもらうという
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方法を用いた。日西両言語の母語話者から、日

本語意見文30編、スペイン語意見文25編のデ

ータを得た。

得られたデータは、それぞれの母語話者がど

のような立場で論を展開しているかという「課

題に対する書き手の意見」の観存、から分析した

後、主張の出現位置からみた文朝葡宣類型(木

戸， 1992)を用いて、任瀕括型、②中括型、③

尾括型、④双括型、~散括型、⑥無括型に分類

した。さらに、両母語話者間で最も用いられて

いた「双括型」を、主張の種類と組み合わせに

よって3つの型に分類し、分析を行ったO

「説得のアピール」は、 Connorand Lauer 

(1985)、Kam主nura，T. and Oi， K. (1998)、

近藤 (2013)を参考に、「奇命のアピーノレ」、「情

動のアピール」、「習慣のアピーノレ」の3つの下

位分類を設定し、グラウンディッド・セオリー・

アフ。ローチに基づいて分析した。

第4章では、「課題に対する書き手の意見」、

「主張の出現位置からみた文朝蕎造」、「説得の

アピーノレ」の3つの観点からデータ分析した結

果を提示し、考察を行った。

その結果、日本語母語話者の意見文の文章表

現スタイノレは、「双括型」を用い、「言論のアピ

ール」と「情動のアピーノレj を組み合わせるこ

とで、読み手を説得するスタイルで、あった。

一方、スペイン語母語話者の意見文の文章表

現スタイルは、日本語母語話者と同様に「双括

型」を用いてはいるものの、「言語命のアピーノレ」

と「習慣のアピールjを組み合わせるというス

タイノレで、あった。

また、「説得のアピーノレ」の下位カテゴリーに

おいて、日本語母語話者とスペイン語母語話者

間で違いが見られた。例えば、文章中で環境問

題を書き手自身の意見の根拠に挙げている日本

語母語話者は非常に少ないが、スペイン語母語

話者は多く見受けられたことが挙げられる。

第5章では、本研究のまとめを行い、日;持苦

教育への示唆と今後の課題について次のように

高針舌した。

教師が文章表現スタイルを教えるときには、

文輯喜造だけなく、「説得のアピーノレ」にも注意

を払い、母語話者がどのような「説得のアピー

ノレ」を用いて意見文を書いているかを説明する

ことが重要である。文朝帯造と「説得のアピー

ノレ」の両側面からアフOローチを試みることで、

学習者の作対包力の向上が期待できると考えら

れる。さらに、互いがどのようなスタイルを用

いて文章を書くのかを理解することは、異文化

問コミュニケーションにおける相互瑚平に貢献

しうる要素であると考える。

4.今後の課題

本研究の今後の課題は次の3点である。

第ーとしては、作文課題の読み手を統制し、

今回の作文調翫吉果と変化が見られるかどうか

を検証することである。

第二は、日本とスペインの作文教育と文章表

現スタイルの関わりを調査することである。

第三としては、同じスペイン語母語話者の中

でも、ラテンアメリカのスペイン語母語詐首が

書いた意見文において、今回の作文調査と同様

の結果が出現するのかどうかを明らかにし、同

じスペイン語母語話者間で最も一高知句な文輯蕎

造と「説得のアピーノレ」を持つ意見文に対して、

それぞれの母語話者が論理的であると判断する

のかを検証することである。

以上の点を踏まえ、本研究で得られた結論が

どこまで一般化できるかについて、更なる調査

研究が必要である。




